




























































































































































































































































































































安静 練習 本課題 回復期
図1　各群における各期間の平均心拍数
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心拍変化量
　各群における1分毎の平均心拍変化量の推移を図2に示した。群（2）
×期間（10）の2要因分散分析の結果、期間要因の主効果（F（9，198）讐
6．46，ヵ＜．01）と交互作用が有意であった（F（9，198）＝1．98，ρ〈．05）。群
要因の主効果は有意ではなかった（F（1，22）＝2．19，犯．＄）。交互作用の分
析の結果、期間水準における群要因の単純主効果が有意であり、回復期
1分、3分、5分の各時点において、パフォーマンス高群と比較してパ
フォーマンス低群の心拍変化量が高かった（ρく．05）。パフォーマンス高群
における期間要因の単純主効果が有意であり、練習課題時と比較して、回
復期3～5分時点の心拍変化量は減少した（ρく．05）。本課題1分時と比較
して、回復期1～5分時点の心拍変化量は減少した（ρ＜．05）。本試行2
分時と比較して、回復期3～5分時点の心拍変化量は減少した（ρく．05）。
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図2　各群における平均心拍変化量の推移
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相関
　行動指標、最大心拍変化量、ハーディネス尺度および日本的タイプA
行動評定尺度の各項目の相関を表4に示した。練習課題終了時の本課題
に対する予想正答率は、本課題の自己評価と高い正の相関が認められ（7＝
．73，ρく．01）、本課題の正答率と中程度の正の相関が認められた（7＝．62，ρ
＜．01）。本課題の自己評価と正答率に高い正の相関が認められた（7＝．91，ヵ
＜．01）。本課題の自己評価とハーディネス尺度のチャレンジ得点に中程度
の負の相関が認められた（プ＝一．41，ρ＜．05）。最大心拍変化量とハーディネ
ス尺度のコントロール得点に中程度の正の相関が認められた（7＝．56，ρく
．01）。本課題の正答率は、ハーディネス尺度のチャレンジ得点（7＝一．40，ρ
く．10）および合計得点とそれぞれ中程度の負の相関を示す傾向にあった（7
一一．36，ρ＜．10）。
表4　行動指標、心拍変化量、ハーディネス尺度および日本的タイプA
　　　行動評定尺度の各項目の相関
　　　　　　　最大予想　自己　　　　心拍　　　　正答率正答率 評価　　　　　変化量
ハーディネス尺度 日本的タイプA行動評定尺度
チャレコント　コミット
ンジ　　ローノレ　メント
　　敵意　完壁　ワーカ合計　　　　　　　　　　　合計　　行動　主義　ホリック
予想正答率
自己評価
正答率
心拍変化量
チャレンジ
コントロール
コミットメント
合計
敵意行動
完壁主義
ワーカホリック
合計
．73＊半　　．62＊＊　　一、01
一　　　　．91料　　＿．29
　　一　　一．31
12
41＊
40＋
07
01　　　　．27　　　．10　　　　一．27　　　　．13
21　　　一．01　　　一．29　　　一．31　　　．03
23　　　一．13　　　一．36＋　　　一．26　　　　．01
．56料　　．13　　　　．31　　　　、09　　　　．33
．01　　　一．08　　　　．40＋　　　．34　　　一．08
一　　　　．47＊　　　、76ホ＊　　一．12　　　　．24
　　一　　　　．78＊＊　　一．37＋　　　．29
　　　　　一　　　　一．13　　　．26
　　　　　　　一　　　．14
．05　　一．13
．05　　一．22
．09　　一．16
．02　　．24
02　　．23
．13　　、07
．60林　　．10
．41＊　．20
42＊　　　．69斜
．31　　　　．71継
一　　　．24
＊＊ρく．01，＊ρく．05，＋カく．10
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考察
　本研究では、暗算課題のパフォーマンスの違いが課題中と回復期の精神
生理学的反応に及ぼす影響を検討した。暗算課題の正答率に基づいて、実
験参加者をパフォーマンス高群とパフォーマンス低群に分類し、安静時、
練習課題、本課題、回復期の各期問における主観的評価、認知的評価およ
び心拍数を分析した。本課題の正答率に群間で有意差があったことから、
本研究の群の設定は妥当であったといえる。両群ともに実験前の安静時と
比較して、練習課題中と本課題中に心拍数が増加し、回復期に減少した。
1分毎の心拍変化量の時系列変化について、パフォーマンス低群と比較し
て、回復期1分、3分、5分の各時点でパフォーマンス高群の心拍変化量
が低かった。パフォーマンス高群では、本課題1分時点よりも回復期1～
5分時点の心拍変化量が低下した。心拍変化量の結果から、課題に対する
パフォーマンスの高低によって、課題後の心拍数の回復過程が異なること
が示された。気分得点の結果から、パフォーマンス低群はパフォーマン
ス高群よりも不快であった。パフォーマンス高群の課題難易度得点はパ
フォーマンス低群よりも低い傾向があった。最大心拍変化量とコントロー
ル得点に中程度の正の相関が認められ、本課題の自己評価とチャレンジ得
点に中程度の負の相関が認められた。
　認知的評価測定尺度の結果から、課題に対する認知的評価には群による
違いも交互作用もなかった。回復期と比較して、練習課題後と本課題後の
影響性の評価得点と脅威性の評価得点はいずれも高いことから、実験参加
者は回復期よりも練習課題後と本課題後において自分にとって課題の影響
が大きく、脅威であったと評価した。練習課題後と本課題後のコミットメ
ント得点は回復期よりも高いことから、実験参加者は課題に対して積極的
に取り組んでいたといえる。練習課題後および本課題後と比較して、回復
期のコントロール可能性得点は高いことから、課題中のコントロール可能
性は回復期よりも低く、群問に違いはなかった。これらの結果から、本研
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究における認知的評価にパフォーマンス高群とパフォーマンス低群による
違いはなかった。認知的評価に群間の差がなかった理由として、本研究で
用いた暗算課題が困難であった可能性がある。本課題の予想正答率の平
均と実際の平均正答率について、パフォーマンス高群はそれぞれ40．0％、
53．6％であり、パフォーマンス低群はそれぞれ7．5％、10．4％であった。し
たがって、パフォーマンス低群は暗算課題に対するコントロール可能性
を低く認知したものと考えられる。パフォーマンス低群と比較して、パ
フォーマンス高群の行動指標の結果はいずれも有意に高かったものの、正
答率が50％程度であることからコントロール可能性をそれほど高く認知
しなかったために、パフォーマンス低群との間に有意差が認めらなかった
ものと考えられる。
　主観的評価について、気分得点に群による違いが認められた。パフォー
マンス低群はパフォーマンス高群よりも不快であり、一方、パフォーマン
ス高群はパフォーマンス低群よりも快であったといえる。いずれの群も回
復期と比較して、練習課題後と本課題後は不快であったと判明した。パ
フォーマンス高群と比較して、パフォーマンス低群の課題難易度得点は高
い傾向があったことから、パフォーマンス低群はパフォーマンス高群より
も課題が困難であったと評価する傾向があった。行動指標の結果を考慮す
ると、パフォーマンス高群と比較して、パフヵ一マンス低群は不快であ
り、課題が困難であったという主観的評価の結果は妥当であろう。あせり
得点に群差がなかった理由は、両群ともにいずれの期間もあせり得点が平
均6．1点以上であったことから、天井効果に起因するものといえる。
　安静時、練習課題時、本課題時、回復期の心拍数には群による違いは
なかった。両群ともに練習課題時と本課題時の心拍数は安静時よりも高
く、本課題時の心拍数は回復期よりも高かった。しかしながら、1分毎
の平均心拍変化量の推移には群要因と期間要因による交互作用が認められ
た。回復期1分、3分、5分の各時点において、パフォーマンス高群の心
拍変化量はパフォーマンス低群よりも低かった。パフォーマンス高群で
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は、練習課題時よりも回復期3～5分時点、本課題1分時点よりも回復期
1～5分時点、本課題2分時点よりも回復期3～5分時点の心拍変化量が
それぞれ有意に低かった。これらの結果は、パフォーマンス低群と比較し
て、パフォーマンス高群の心拍数は速やかにベースライン水準に回復した
ことを示すものである。ネガティブ感情の反すう（rumination）は血圧回
復性を遅らせる可能性が指摘されている（澤田、2004）。本研究では血圧
を測定していないものの、実験室での一過性ストレスはほぼ例外なく血圧
を上昇させるという報告がある（Zimmerman＆Frohlich，1990）。また、
気分評定の結果から、パフォーマンス低群と比較して、パフォーマンス高
群のポジティブ感情は高いといえる。ポジティブ感情の機能として、ネガ
ティブ感情が心身にもたらした影響をべ一スライン水準に速やかに回復さ
せるという元通り効果（undoing　effect）が報告されており（Fredrickson＆
Levenson，1998；Fredrickson，Mancuso，Branigan，＆Tugade，2000）、ポジ
ティブ感情には心理的・生理的反応の回復効果がある。本研究のパフォー
マンス高群は、回復期と比較して課題遂行中は不快であったものの、パ
フォーマンス低群よりもポジティブな感情であったといえることから、ポ
ジティブ感情が心拍変化量を速やかにベースライン水準に回復させた可能
性がある。一方、本研究のパフォーマンス低群は、課題に対する自らのパ
フォーマンスの低さの予期や課題が困難であると評価することによりネガ
ティブな感情が喚起され、回復期もネガティブ感情が持続したことから、
心拍変化量のベースライン水準への回復が遅く、反応が持続した可能性が
考えられる。
　行動指標、最大心拍変化量、質問紙の各項目の相関分析の結果から、練
習課題終了時の本課題に対する予想正答率は、本課題の自己評価と高い正
の相関があり、本課題の正答率と中程度の正の相関があった。本課題の自
己評価と本課題の正答率には高い正の相関があった。本研究では練習課題
と本課題のいずれも試行毎に正解を実験参加者にフィードバックした。そ
のため、予想正答率が自己評価ならびに正答率と中程度から高い正の相関
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を示したことは妥当である。最大心拍変化量とハーディネス尺度のコント
ロール得点に中程度の正の相関があった。多田他（2001）はハーディネス
傾向の高い実験参加者は暗算課題時に心拍数の増加を示したと報告した。
本研究の結果から、ハーディネス傾向の中でも、コントロール因子とベー
スラインからの最大心拍変化量に関連があると示唆された。また、本課題
の自己評価とハーディネス尺度のチャレンジ得点に中程度の負の相関が認
められた。本課題の自己評価が低い実験参加者は正答率を少しでも向上さ
せようとして挑戦的に課題に取り組んだ可能性や、自己評価が高い実験参
加者は挑戦的というよりもむしろ自分のぺ一スで課題に取り組んだ可能性
が考えられる。本研究の結果、行動指標と最大心拍変化量のいずれも日本
的タイプA行動評定尺度の各項目と有意な相関がなかった。タイプA行
動傾向と虚血性心疾患の関連について先行研究の結果が一致しないこと、
タイプA行動傾向には文化差が存在すること（瀬戸他、1997）、敵意が血
圧と抑うっに及ぼす影響を検討した結果、敵意と血圧に関連はないとの報
告（楯本・山崎、2003）から、本研究においてもタイプA行動傾向は行動
指標および最大心拍変化量に関連がなかったものと考えられる。
　本研究の限界点は心臓血管系の指標として心拍数しか測定していない点
である。ストレッサーに対する心臓血管系のストレス反応を検討した先行
研究は複数の心臓血管系指標を同時計測し、多面的な分析を行っている。
本研究では一過性のストレス課題が心拍数と主観的評価、認知的評価に及
ぼす影響とそれらの回復過程に着目し、課題のパフォーマンスの高低に
よって課題後の心拍数の回復過程が異なることを明らかとした。近年、一
過性のストレッサーがストレス負荷後の持ち越し効果や回復性に及ぼす影
響（Sawada＆Kato，2011）や、急性ストレス反応から慢性ストレス反応へ
の移行過程に』おいて固執的な認知（perseverative　cognition）や反すうなど
が媒介要因として作用すると報告されている（Brosschot，Gerin，＆Thay釧
2006）。一過性のストレッサーに対する反応性と回復性、および慢性スト
レス反応への移行過程の検討は将来的な心疾患の発症リスク低減の解明に
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つながることから、さらなる研究が期待される。
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